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（１１）
一般情報など
（１）2016/2017年度BJ認定レベル１アンパイアー資格保持者のお知らせ
先般、関西地区および関東地区で実施された資格認定・更新講習会の結果、下表の23名の方が2016/2017年度のBJ認定レベル１アンパイアー資格保持者となりましたのでお知らせいたします（BJ主催の資格認定・更新講習会は原則として2年周期で開催することにしています）。
BJ主催の日本選手権大会等ではこれらの方がアンパイアーあるいはマーカーとして任にあたっていただくようにお願いいたします。（但し、大会地の事情によりこれらの資格保持者の充足の都合がつかない場合はこれらのかたに準ずる方が任にあたることを妨げるものではありません。）
また、これらの方は各地区あるいは各クラブ内においてルールに関する講習会および計測実
技に関する講習会を開催してそれらに関する一般会員のレベルアップをはかっていただく
こともお願いいたします。　　　　　　　　　以上　　BJ技術・競技部長　坂本紘一
	地　区
	所属クラブ
	氏　名

	関東地区（8名）
	ＹＣ＆ＡＣ
	ハンス・パウリ、齋藤紀治、新井俊顕

	
	東京ﾛｰﾝﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ
	松原和子、田中希望、首藤暁彦

	
	ﾖｺﾊﾏﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ
	本庄　誠、篠尾清和

	愛知・関西地区

（15名）
	神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ
	坂本紘一、今給黎順古、野上哲男、坂本泰治

	
	神戸ボウルズ
	山田　誠、宮北　茂

	
	学園都市ﾜｲｽﾞ
	森　紘一、合田純二

	
	ＡＬＢＣ
	奥田　昭、藤川辰美

	
	神戸グリーン
	船引啓吾、安部　宏

	
	ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ中崎
	前林典子、井上進一郎

	
	ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ高知
	川本真浩


（２）「国際大会に出場する選手（コーチ、マネジャーを含む）のための指針」を作成
２０１５年１２月のアジア太平洋大会（ニュージーランド）および２０１６年１月のアジア大会（ブルネー）に出場した日本チームは、それぞれの種目においてかってない素晴らしい
成績をあげたものがいくつかあって、たいへん良かったと言えますが、なおかつ大会に参加した選手団の中においては、その大会期間中あるいは帰国後においても、「日本チームはもっともっと成長し、国際的ステイタスをもっと高めるべきであり、その余地はいっぱいあるはずである。日本チームが、その国際的ステイタスをもっと高める（具体的には、勝率をもっと高めることが第一であるが）ためには何が必要か？」というテーマについて真剣な議論が交わされました。
この議論をベースにして、BJ事務局の方で文書にまとめたものが後のページ9-11に添付した資料「国際大会出場を指名された選手（コーチ、マネジャーを含む）のための指針」です。

この指針は、もっと具体的なマニュアル資料等を追加したり、具体的なトレーニングプログ
ラムを企画するなりして、順次さらに総合化、体系化をはかっていく必要がありますが、

まずは基本的な指針として、これを特に競技指向を目指すローンボウラーにお示ししていくことにしました。
　ローンボウラーには、よく言うのですが、健康増進のために毎日楽しくプレーするだけで十分であるといういわゆるエンジョイ・ボウラー（社交ボウラー）と、上位の競技大会で入賞し日の丸を揚げる等を夢とするいわゆるコンペテイティブ・ボウラー（競技ボウラー）と大きく分けて２つの流れがあるのですが、それらの人がリンク上ですぐ隣り合っていつも一緒にプレーしているのが日本の現状であり、またそれが実現できるのがローンボウルズというスポーツの素晴らしさです。
エンジョイ・ボウラーにとってはこのような指針は堅苦しくて無縁なものと思われるものかも知れませんが、参考になる点もあると思いますので一読してみてください。コンペテイティブ・ボウラーを指向する人はぜひこの指針に沿って真摯に取り組んでいただくことを望みます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　　BJ理事長　森　紘一
　（３）児島久雄さん（ＢＪ副理事長）がラジオ関西にスタジオ生出演しました。
　　　　3月14日（月）12°代のラジオ関西「谷五郎の“心に聞くラジオ”」で約8分間ほど

　　　谷五郎と児島さん（日本障碍者ローンボウルズ連盟会長として出演）が対談し、障碍者ローン

ボウルズに関わりだしたいきさつ、現在の取り組み状況、これからの目標などについて話され

ました。その中で、ローンボウルズの面白さや、老若男女・健常者・障碍者が対等に競技でき

るという特質や、障碍者世界選手権大会に出場したときのトピックス等々も交えて、

児島節の語り口を存分に発揮してなかなか面白く聞かせていただきました。

写真はスタジオ内で撮影した、谷五郎と児島さんのツーショットです。
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2016年3月の行事、活動などの結果
（１）SVリーグ2015年度後期大会終了
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：3月2日（水）、19日（土）12:30～16:00　にて全日程終了　　
    結果：後期大会の全日程終了結果の成績は次の通り。
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	ALBC

-A 
	学園　B 
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ
	ﾀｯﾁｬｽﾞＣ
	ﾀｯﾁｬｽﾞB
	ﾀｯﾁｬｽﾞA 
	兵庫車椅子
	KFBC


	学園　Ａ
	ALBC

-C
	ALBC

-B 
	中崎

	勝点
	 54
	  45
	 42
	 40
	 37
	 33
	30
	26
	  26
	  22
	  19
	  18

	点差
	+91
	+49
	+53
	+68
	-14
	+40
	-32
	-9
	-61
	-24
	-97
	-64


（２）中崎リーグの3月の結果
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 3月7日、21日  いずれも月曜日　12:30～17:00  
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）

結果：
	
	3月7日
	3月21日
	1月～3月　総合

	1位
	赤木泰二 (LB中崎)
	前林典子（LB中崎）
	小野叶子（ALBC）

	2位
	小野叶子（ALBC）
	前林好信 (LB中崎)
	藤川辰美（ALBC）

	3位
	前林好信 (LB中崎)
	松本明美（LB中崎）
	赤木泰二（LB中崎）


（３）Aリーグカップ2016年前期大会（第5,6節）
主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：3月6日（日）、20日（日）12:45～16:00　
結果：3月20日終了時点での成績は次の通り
	
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位
	日下隆夫（学園ワイズ）      71点
	合田洋子（学園ワイズ）      74点

	2位
	魚住弘治（ALBC）　　　　　69点
	旭　吉功（ALBC）　　　　　72点

	3位
	藤川辰美（ALBC）          68点
	中山　章（学園ワイズ）      69点


（４）Ｍリーグ2015年後期大会終了
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：3月13日（日）、27日（日）12:30～16:00　にて全日程終了
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、

フォアーズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

ポイントの計算方法は、｛勝ちエンド数×１ポイント+ゲーム勝利のとき2ポイント（引き分けなら1ポイント）｝

結果： 後期大会の全日程終了結果の成績は次の通り。
	
	M-1リーグ

	M-2リーグ

	1位
	篠崎忠孝（BSC）　　　　　　123点
	宮北　茂（神戸ボウルズ）　  104.5点　

	2位
	日下隆夫（学園都市ワイズ）  118点
	水野恵二郎（ひよどりクラブ）   96点

	3位
	大杖　昇（神戸グリーン）　　117点
	中山　章（学園都市ワイズ）     85点



（５）垂水健康公園合同練習会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：船引、奥田、植松]  
　　　　　日時：3月8日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
     　　 結果： 15名が参加。
　　　　　なお、今回をもって垂水健康公園合同練習会は休止とすることにした。ただし5月と

11月の垂水健康公園ローンボウルズ大会は継続実施する。また、公園側からは、テニスコ

ートの使用予約が入っていない場合は、火曜日の前日の申し込みに限って1リンク分を
2時間で700円の金額で受付する、という提示をもらった。
（６）ＵＡＥ（アラブ首長国連邦）からローンボウルズ・ツアーが来神

　　前月のBJブリテンで報告したＵＡＥからのローンボウルズ交流ツアーは、6名の男性

ボウラーが来日し、次の通り各クラブとの交流ゲームを楽しんでいった。
	月日
	 行事

	3月4日（金）
	関空到着、神戸ﾒﾘｹﾝﾊﾟｰｸ･ｵﾘｴﾝﾀﾙ･ﾎﾃﾙにチェックイン

	5日（土）
	明石公園にてALBC、学園都市ｸﾗﾌﾞと交流（UAE6名＋日本人24人）

	6日（日）
	しあわせの村にて神戸グリーンクラブと交流（UAE6名＋日本人8人）

	7日（月）
	明石公園にて神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ、学園都市ｸﾗﾌﾞと交流（UAE6名＋日本人20人）

	8日（火）
	オフ (市内観光)

	9日（水）
	関空から出発
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（７）タイガーボウルズ大会に出場
主催：香港ローンボウルズ・トレーニング・センター
      場所および会期：香港（3月11日～13日）および中国深圳（14日～17日）
          競技種目および出場者：
女子フォアーズ　　合田洋子（学園ワイズ）、井上千加子（タッチャーズ）
宮崎芳江（タッチャーズ）、野上京子（タッチャーズ）
男子フォアーズ　　合田純二（学園ワイズ）、柴森厚一郎（兵庫車椅子）

坂本泰治（タッチャーズ）、野上哲男（タッチャーズ）
           結果：女子は、香港の部では善戦し、もう1勝すればカップ・セクションに進出できるところであった。中国深圳の部では2勝7敗で10チーム中の9位であった。
　　　　　　　　　男子は、香港の部では良いところがなかった。中国深圳の部では善戦し5勝3敗1分けで30チーム中の12位であった。

　（８）World Cup Indoor Singles 大会に出場
主催：World Bowls　　　会期：3月13日～24日（12日間）
      場所：オーストラリアNSW州ワリラ・ボウリング・クラブ
          競技種目および出場者：男子シングルス　　小山　潤（ローンボウルズ・クラブ京都）
　　　　　　　　　　　　　　女子シングルス　　松岡　緑（ニュートラベルベイ･クラブ）
	
	小山　潤 選手
	松岡　緑 選手

	戦績（対戦順）
スコアは、第1セット、第2セット、タイブレークの順に記載している。
	×ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ 2-9, 4-8
○ﾌｨｰｼﾞｰ 13-5, 13-4

○香港 13-4, 9-6

×ﾄﾙｺ 11-2, 2-12, 2-3

×ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 2-16, 4-14

○ｶﾅﾀﾞ 9-6, 5-11, 4-3

×ｽﾍﾟｲﾝ 3-18, 2-12

×南ｱﾌﾘｶ 4-7, 4-10

×ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ 3-10, 2-11
	○香港 9-5, 13-4
×ｶﾅﾀﾞ 5-7, 6-11
×ﾌｨｰｼﾞｰ 6-8, 12-4, 0-7
×南ｱﾌﾘｶ 1-17, 4-7
×ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 4-13, 7-9
○ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ 6-6, 12-8
×ﾏﾚｰｼｱ 3-15, 2-15
×ｽﾍﾟｲﾝ 11-5, 5-8, 2-3


	予選グループ内の最終順位 
  ＋－の数字はショットの

　得失点差を示している。

（備考）

あとのページ11-14に関係者
からの報告記事あり。
	1位ｵｰｽﾄﾗﾘｱ8勝1敗 +77
2位ｽﾍﾟｲﾝ　8勝1敗 +39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3位ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ6勝3敗 +48
4位南ｱﾌﾘｶ　5勝4敗 +34
5位　香港　4勝5敗 +28
6位ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ4勝5敗 -10
7位ｶﾅﾀﾞ　　3勝6敗 +2
8位　日本　3勝6敗 -60
9位ﾌｨｰｼﾞｰ　2勝7敗 -38
10位ﾄﾙｺ　　2勝7敗 -54
	1位ﾏﾚｰｼｱ 6勝2敗 +74
2位ｶﾅﾀﾞ　6勝2敗 +9
3位ｵｰｽﾄﾗﾘｱ5勝3敗 +22
4位　香港　5勝3敗 +8
5位ｽﾍﾟｲﾝ　4勝4敗 -15
6位ﾌｨｰｼﾞｰ　3勝5敗 -40
7位ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ3勝5敗 -49
8位南ｱﾌﾘｶ　2勝6敗 -28
9位　日本　2勝6敗 -36



（９）インストラクター　スキルアップ講習会の開催
各クラブのインストラクター（指導的立場の人）を対象として、ＢＪ会員の
総体的技能向上をはかるための基本を学ぶ講習会を開催した。

　　　　   主催：ＢＪ技術・競技部

実施日時：平成28年3月26日（土）　10:00～16:00

実施場所：神戸市しあわせの村　ひよどり研修室およびローンボウルズ・グリーン

受講者：21名
内容：講師は山田会長
　　　10:00～12：00　座学 　１．スポーツ指導の基本
　　　　　　　　　　　　  ２．ローンボウルズの特性の理解と指導方法の要点
　 ３．レベルアップに効果的な練習メニューの解説
　　　  13:00～16：00　実習     基本的練習メニュー
2016年4月以降の計画、予定
（１）BJ理事会および定期総会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本
　　　　　期日：4月16日（土）13時から17時
      場所：名古屋市中京大学八事キャンパス 0号館8階　08A教室
      議題 ：

          平成27年度第4回理事会
第1号議案　平成27年度事業結果報告書および決算報告書の審議
　　　         第2号議案　平成28年度事業計画書および予算計画書の審議
平成28年度定期総会
　    　　　　 第1号議案　平成28年度からのBJ会費値上げについての審議
　　　　　　   第2号議案　平成27年度事業結果報告書および決算報告書の承認
　　　         第3号議案　平成28年度事業計画書および予算計画書の承認
　　　　　         第4号議案　平成27-28年度任期途中における役員（監事、理事）の異動(これには、クラブの脱退、新規加入の承認も含む)の承認
          平成28年度第1回理事会

（２）第18回兵庫支部運営委員会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
　　　　　期日：4月22日（金）9時から12時
      場所：しあわせの村ひよどり研修室
      議題 ：　追って連絡

（３）SVリーグ2016年度前期大会(第1,2節)

主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　　

リーダー： KFBC、会計： ローンボウルズ中崎、記録：神戸グリーン　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：4月6日（水）、23日（土）12:30～16:00　　　

　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×10エンドまたは75分時間制の併用

（４）Aリーグカップ2016年前期大会(第7,8節)

主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：4月3日（日）、17日（日）12:45～16:00　

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。参加費：一人200円。

            チーム編成は当日の抽選にて決定。
（５）Ｍリーグ2016年前期大会(第1,2節) 
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：４月10日（日）、29日（金）12:30～16:00　 
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、

フォアーズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

ポイントの計算方法は、｛勝ちエンド数×１ポイント+ゲーム勝利のとき2ポイント（引き分けなら1ポイント）｝

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。参加費：一人200円。
            チーム編成は当日の抽選にて決定。
（６）中崎リーグの4月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 4月4日(月)、18日（月） 

いずれも　12:30～17:00  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。
（７）タイガー方式ローンボウルズ2016大会
主催：BJ兵庫支部　　　　　　　

主管：神戸グリーン倶楽部およびローンボウルズ中崎
　　　　　会期：4月2日（土）8:30から16:00
      場所：神戸市しあわせの村グリーン
          競技方式： タイガー方式（1ゲームは9エンドを3エンド、3エンド、2エンドに分割して、各エンドの勝ちチームに2ポイントが与えられ、さらに9エンド合計のショット数で上廻ったチームに2ポイントが与えられる。トータルの8ポイントを両チームで

　　　　　　　取り合いする方式）のゲームを1チームあたり4ゲーム行って、4ゲームの合計獲得ポイントで順位を付ける。

　　　　　　　チーム編成は当日朝の抽選で決定する。参加人数により、ペアーズまたはトリプルズ

となる。
参加費用：　1,000円/人    

          申し込み：締め切りすみ
　（８）第11回名古屋オープン・ボウルズ2016大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本
主管：愛知ボウルズクラブ　　　

期日：4月17日（日）8:30から16:30
      場所：名古屋市パロマ瑞穂スポーツパーク ラグビー練習場
          競技種目：ショートマット方式ペアーズ戦
　　　　　　　　　　一人3球×12エンド制（70分時間制限あり）

　　　　　　　　　　予選ラウンド2ゲームおよび決勝ラウンド2ゲームの合計4ゲーム

　　　　　参加費用：ＢＪ会員　1,000円/人    ＢＪ非会員　1,200円/人

          申込み先：愛知ボウルズ　小野暖未（where.is.mimiusa@gmail.com ）へ

　　　　　　　　　　3月31日で締め切りの予定。
　（９）明石市長賞2016（春季）大会
主催：BJ兵庫支部

主管：Aリーグ実行委員会　　

期日：4月24日（日）8:45から17:00
      場所：明石公園ローンボウルズグリーン
          競技方法：男女不問のトリプルズ戦、一人3球×8エンド（75分の時間制限付き）制
　　　　　　　　1チームあたり4ゲームを戦う。対戦相手は勝ち抜き方式で決まる（初戦の相手のみは抽選で決定）。

　　　　　　　　ゲームごとに勝ちチームに3ポイント、引き分けの場合は両チームに1ポイントが

　与えられ、4ゲームの合計ポイントの高い順に最終順位を決定する。ポイント合計数が同じ場合はショット得失点差の高い方を上位とする。
参加費用：　2,400円/チーム    

          申し込み：募集チーム数14が埋まったため、締め切りすみ。
　（１０）World Junior Cup Singles 大会
主催：World Bowls　　　
会期：4月13日～24日（12日間）
      場所：オーストラリア・ゴールドコースト　ブロードビーチ・ボウルズクラブ
          競技種目および出場者：男子シングルス　　長谷部健太（ノースシドニークラブ）
　　　　　　　　　　　　　　　　
（添付資料）

国際大会に出場する選手（コーチ、マネジャーを含む）のための指針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年３月作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本
１．概要：
　　　この指針は、「ＪＡＰＡＮ」のユニフォームを着用して競技するローンボウルズ国際大会に出場するように指名された選手（コーチ、マネジャーを含む）のためのものとして定めるものである。
「ＪＡＰＡＮ」のユニフォームを着用して国際大会に出場するということは、日本のローンボウラーを代表して外国選手と競技し、また交流することであり、決して個人の楽しみのためにだけで出場しているのではないことを自覚しなければならない。
すなわち、日本のローンボウラーの競技能力や、ルールに関する知識や、マナーが見られることを自覚して、日頃からそのレベルアップに努めなければならない。
２．競技能力のレベルアップ：
１）ドローの精度アップと安定性のアップが競技能力の一番の基本であることを自覚し、日頃からそのためのドリルの実施を励行すること。
（例）一定の距離のジャックに対して４０球を投球して、60ｃｍ以内の範囲に停止することが少なくとも２０球以上であること。
（注：これについては他にも各種のドリル方法が有るので、順次に資料を開示していく予定）
２）ジャックを、スキップの指定した距離のほぼ±50ｃｍ以内に停止できるように練習すること。
３）ドローショット、ドライブショット、トレールショット、ヤードオンショット等々
　　の各種のショットの名称とその定義について理解し、プレーで実践できるように
練習すること。
４）リード、セカンド、サード、スキップのそれぞれのポジションではどのような働

　　きが要求されており、どのような能力が重要であるかをよく理解し、その能力を

磨くように努めること。その上で、自分はどのポジションに適性があるかを自覚

するようになること。
５）各グリーン、各リンクのくせを読み取り、どのラインを通せばボウルがジャックに寄るかを早く掴む能力を身につけること。
また、各銘柄のボウルの特性についてのおよその知識を持ち、どのグリーンには
どのボウルが適しているかについてある程度の判断ができるようになること。
６）対戦相手チームの競技能力の強い点と弱い点、およびそれに対する自チームの競技能力の強い点と弱い点とがある程度判断できるようになること。
７）大会出場に備えての準備練習は、あとで悔いの残らないように十分に行うこと。
個人練習を十分に行うとともに、チームとしての練習ゲーム等も可能な限り実施し、チームワークの強化やチームメンバー間のコミュニケーション力の強化等をはかること。
３．ルールに関する知識のレベルアップ
１）国際ルールブックは日頃から常に手元に置き、ルールの理解を深めるようにして
おくこと。
２）大会の個別の実施要領や競技規則は、入手次第によく読んで、十分に把握しておくこと。国際ルールブックは基本であるが、大会の個別の競技規則の方がその大会では優先されるからである。
３）大会個別の規則の仲で、特に、ロールアップに関するもの、ヘッドビジットに関するもの、時間制限に関するもの、服装に関するもの等はよく把握しておくこと。
４）アンパイアー、マーカー、コーチ、マネジャーらの任務、責任・権限についてよく理解しておくこと。
５）ゲームになったら、プレーに関する判断は全て各選手（特にスキップ）の自己責任で行わねばならない。コーチがプレーのいちいちについて指示をすることは、マナー的に好ましくなく、コーチは大局的戦術・戦略判断とその指導に専念すべきものである。
４．マナーのレベルアップ：
１）選手がマット上に立って投球の準備に入っているときにその集中心を妨げるような言動は最大のマナー違反であると心得ること。すなわち、選手がマット上に立ったら、他の者（選手、コーチ、観客等を含めて）は一切の動きや一切の私語を停止すること等々。
２）緩慢な動作・言動は排除し、常にキビキビとした動作やスピーデイなゲーム運びに努めること。緩慢な動作やもたもたした判断で時間を無駄に費やすこともマナー違反のひとつであることを心得ること。
３）ゲーム開始前の自己紹介、握手、記念品交換などはにこやかに行い、ゲーム終了後も勝敗の結果に関わらずにこやかに相互の健闘をたたえ合うことが良いマナーである。ゲーム中にも、相手の良いプレーには褒めることを励行し、相手のミスを喜ぶような態度は慎むこと。
４）大会役員やグリーンキーパー、アンパイアー・マーカー等に感謝の気持ちを表すことも大事なマナーのひとつである。
５．自己意識のレベルアップ：
１）大会における目的意識を明確にすること。別の言葉で言えば、目標を持って大会に臨むこと。
（例）少なくとも１勝を挙げることとか、決勝ラウンドに進出することとか、ベストフォーに入ることとか、各自のレベルに応じていろいろ有り得るが、何も持たないのは最も悪いことである。
２）自分に自信を持つこと。
３）体調管理を十分に心掛け、大会に向けて万全の状態を整えること。
４） 競技大会であるから勝つことを目標とするのはもちろんのことであるが、しかし、負けることを恐れたり、恥じたり、卑屈になる必要はない。負けても堂々とした態度を保ち、自分の納得できるプレーの実現を真摯に追求し、フェアプレーを貫くことがマナーであり、そのことにより、相手チームからの尊敬を得ることも

出来、相互の友好・親善も深められることを心得ること。
以上
会員からの投稿
World Cup大会で戦っての報告（１）　　　小山　潤（ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ京都）
１．試合を通して感じたこと

『試合への準備』

今回、初めてインドアシングルのワールドカップに参加させて頂きましたが、まず最も大切なのは、試合に向けた準備、練習だと感じました。

各国のインドアボウルズのスペシャリストが集まる本大会では、卓越したドロー技術（自分のボウルの特性の十分な理解とウェイトコントロールの技術）なしに渡り合えないことを痛感しました。その技術があれば、初めてプレイする環境であっても『自信を持ってプレイすること』、『グリーンに適応すること』が十分に見込めます。以前、練習を積むために単身香港に渡った際に、あちらのプレーヤーから「とにかく５年は愚直にドローの練習をし続けなければならない。」と進言を受けたことを思い出します。つまり、それほど、ドローの技術が大切だということです。

私は本大会に向けて、明石の人工芝グリーン、京都のインドアカーペット、香港フットボールクラブのインドアカーペットなど、極力、大会の環境に近いところで練習をして来ました。それは本大会においても役立ち、違和感なくプレーすることが出来ました。しかし、それに加えて、以下の練習を十分に積んでおく必要があったと感じています。

１．１ｍのウェイトのコントロール（短くしたり、長くしたり）の練習

２．ジャックを転がしてから初球をジャックにつける練習

３．相手のボウルがジャックについていることを想定したドローショットの練習

他にもたくさんありますが、試合を通じて、各国とも派手なプレーは極めて少なく、安定したドローボウルを供給する選手がゲームを優位に運び、試合に勝っているのが現実です。なんとなくのドローではなく、自分の体をどのように動かせば、どれくらいのウェイトでドローできるのかをもっとこだわって練習していかなければならないと感じました。

当然のことながら、「フォームが安定しない」「ボウルのリリースが安定しない」などの悩みをゲームの中で抱えながらプレーしているようでは、到底勝てない。そのような問題があるとすれば、練習の中で取り除き、ウェイトを調整する力を身に着けた前提で相手（あるいは自分）と向き合わないといけないものだと改めて感じました。

『選手としての品格』

今回の大会では、多くのトップボウラーたちのプレーを見学する機会もたくさんありました。プレーではもちろん素晴らしいものもたくさんありましたが、とりわけ感じたのは、トップボウラーの品格です。

スコットランド対フィリピンとの試合を見ていた時のことです。ゲームも終盤に差し掛かり、スコアも僅差。フィリピンが３ショットを取っている状況で、スコットランドの選手の最後の一球を、張り詰めた空気の中、息を呑んで見ていました。スコットランドの一投は勝負のハーフドライブ。その軌道が道を外れ、ミスショットかと思いきや、随分手前にあったボウルをかすめ、軌道を変え、結果逆転ショットになりました。観客からはため息交じりの複雑な歓声が飛びましたが、スコットランドの選手がフィリピンの選手にかけた一言を私は鮮明に覚えています。それは、

“I am so sorry.（本当に申し訳ない）”でした。

フィリピンの選手も落胆はあるも、“It is OK.”と笑顔で労っていました。決して、“Good bowl !!”や“Lucky !!”ではないのです。そのシーンは、真剣勝負の中に見られる、ジェントルマンシップの一端です。試合後も、笑顔でマーカーと握手し、謝意を伝え、互いに握手し、健闘を讃えます。それが健闘でなかったとしても、表情に出さず、笑顔で讃え合う、これもまたボウルズを通して学ぶ大切なことの一つだと感じました。

各国代表選手たちは、その国の顔として、世界中の多くのボウラーの模範として立ち居振る舞うことが求められますが、もちろん私たちの普段のプレーの中でも、そうあり続けなければならないと改めて思う次第です。

２．私たちのすべきこと

昨年１２月３１日付『ボウルズ・ジャパン ブリテン第１２８号』において、アジア・パシフィック選手権大会に出場された、坂本技術・競技部長の寄稿文を本大会期間中に改めて拝読し、共感するところが大変多くありました。その内容を踏まえ、私が本大会に出場させて頂いた中で、得た経験や感じたことを書かせて頂きます。それが、今後のボウルズ界の発展や選手方々の取り組みの参考になれば幸いです。

『国際大会で戦える『選抜』の形成』

これは、公平かつ高いレベルで競技を進めていくために不可欠であると考えます。香港を例にしますと、彼らは過去３年間の国内大会の成績をポイント化し、そのポイントの合計により選手のランキングを作り、うちTOP１５により『選抜』を形成しています。そして、その選抜の中で国際大会等への参加の優先順位を決め、選手の技術と意識の強化を図っています。ただし、様々な事情で大会に参加できない選手も存在するので、過去３年間のポイントに傾斜（３年前の獲得ポイントは合計５０％、２年前のものは７５％、昨年のものは１００％）をつけ、より実力があるものを派遣するというシステムを採用しています。これは、代表チームの強化のみならず、BJの各種大会への参加の促進や、代表チームへの愛着、目標へとなり得ると考えます。また、昨今の日本選手団の活躍により、随分日本チームの国際大会における位置づけも変わってきているように感じます。その火を絶やさぬよう、中長期的な視野で『選抜』の形成を図っていく必要があると感じます。

『チームゲームの熟成と向上』

今回シングルスのゲームをたくさん消化した中で、改めてトリプルスやフォワーズのチームゲームの奥深さや楽しさを発見することが出来ました。本当のボウルズの面白さは、チームゲームにあるなと感じるほどです。シングルスはすべてが自己責任で、淡々とゲームを行います。これはこれで良いのですが、ヘッドにたくさんボウルがあり、高い戦術性を持ってゲームができること、それぞれの役割があり、スキップを中心としたチームでゲームを組み立てられること、何より仲間とともに戦うことのできる何とも言えない充実感、一体感を感じられること、チームゲームの素晴らしさを再認識します。現在、兵庫支部を中心に、明石で行われ１０年目を迎えるAリーグ、新たにしあわせの村で始められたMリーグと、チームゲームの楽しさを共有できる取り組みを一生懸命続けて頂いています。それをさらに成熟させるべく、日本選手権も今後はトリプルス、フォワーズと開催し、先のポイントシステムに加味していくと良いと思います。

また、そのチームゲームの向上や成熟は、必ず国際大会においても結果として実を結び、花開くこととなるでしょう。加えて、若年層を多く取り込み、ボウルズの魅力を感じてもらえることにも一役買うことになると信じています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
World Cup大会で戦っての報告（２）　　　松岡　緑（ｵｰｽﾄﾗﾘｱ  ﾆｭｰ･ﾄﾗﾍﾞﾙﾍﾞｲ･ｸﾗﾌﾞ）
 競技結果
 　ワールドカップは世界の強豪が集まる世界屈指の大会なので自分なりに入念な準備をするべく、ブルネイのアジア大会の後、早速、約1ヶ月強前から本格的な準備に入り試合に臨みました。
（しかし、後にマレーシア、オーストラリアなど 他の国の人から聞いた話ではまだまだ不足だったのですが）
初戦は香港に勝ったものの、翌日のカナダ戦で大きく曲がるボウルを操る若い選手に負けた時から、調子が崩れ、その後２日間自分の納得のいくプレイができませんでした。フィージーには辛くもタイブレークで落とし、南アフリカには自分のミスが多く目立つプレイで負けたのは悔やんでも悔やみきれません。
オーストラリア戦あたりからやや調子が戻ってきて、フィリピンには勝ち、マレーシア（ZaLina）戦は力及ばず、スペインではタイブレイクのラストで1点で泣くことになってしまいました。
今回は私の個人コーチに同行してもらったこともあり、全試合1球毎のスコアを取っておいてもらい、結果をあとで統計処理して分析してみました。
その中で今までも十分 理解していたことですが、さらに数字を持って証明できたことがあります 。
ジャックの周り60センチ（マット長さ）に入ったものを効果ショットとした場合、私が負けた試合でのボウルの位置を見てみると63％—77％の範囲にあり、 75％を超えた試合はかなり接戦となっていました。（戦略的にボウルを後ろに置いたり、ドライブ、ランニングショットがあるので全てのボウルでは100％とはなりません）
つまり、4球中最低でも3球はジャックがどこに移動しようが60センチ以内に付けなければ接戦にすらならないということを示しています。また最初の2球はヘッドを作るために重要なので、そこだけを抜き出して見てみると、負けた試合は67〜84％となっており、接戦にするためには80％を超え、勝つためには最初の2球は必ず入れないといけないということが再認識されました。
もっと言い換えれば、シングルス戦では「試合はジャックの周り60センチ」で行われるということです（まさにインドア・シングルスの特徴そのものです）。
強豪に対応するための今後の課題
各国代表女子の選手は大きく3つのレベルに分けられました。
1. トップグループ:ワールドカップの優勝経験もあり、実力、経験の両方が備わっている選手
2. セカンドグループ:自国でのインドアあるいは同等の試合でも優勝して選抜され、国際試合の 

  経験も豊富なグループ
3. 参加しただけのグループ：このタイプの選手は一番数が少ないながらも今回は数名見られ、　

　ほかの国の選手の勝ちに貢献しています。
私は多分最も人数の多い2のグループ（ベテラン勢と新星が混じっています）に所属するのではと思います。2は実力が近いためにその日のコンディションなど些細な要因で勝ったり負けたりしているグループだと思われます。
私は今回で国際大会でプレイするのが2回目ですが、やはり各国のレベルはとても高く自分の一層の努力が必要だということを改めて実感しました。特に2のグループで思うような成績を上げるには自分のコンディションを常に最高にして1週間を超える長い試合を乗り切るためには、技術スキルのみならずメンタルトレーニングの必要性も感じました。
またセットプレイ方式の戦略にもっと慣れる必要があるとも痛感しました。World BowlsのGary Smithの言葉によれば今後はテレビ放送の関係上からセットプレイ方式の大会がもっと多くなるそうです。
このような有意義な機会を与えていただき感謝しています。　　　　　　　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年3月31日（通巻第131号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：認定NPO法人ローンボウルズ日本　総務部
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